










論 文 内 容 の 要 旨	 
〔	 題	 	 名	 〕ベトナムに生きるハンセン病（元）患者への社会復帰支援の意味を問い直す	 
	 
	 













































































様 式 7  
論文審査の結果の要旨及び担当者  
氏  名  （   渡 辺  弘 之   ）  
論文審査担当者 







  中村  安秀 
  澤村  信英 






 ベトナムでは1983年よりMDT（Multidrug Therapy, 多剤併用療法）の導入と新規患者の早期発見・治療を
柱としたハンセン病対策が行われてきた。その結果、1995年にはWHOの制圧目標値（有病率を人口1万人あたり
1人以下とする）を達成し、流行状況が解消された。 その一方、ベトナム国内のハンセン病専門治療施設やハン
セン病村には重度の身体障害や後遺症が発生した（元）患者が多数存在しているが、こうした（元）患者に対す
る十分な社会復帰支援が実施されてこなかった。またベトナムのハンセン病を対象とした先行研究では現行のハ
ンセン病対策のレビューや身体障害発生の状況などに焦点を当てたものが中心となっており、身体障害や後遺症
の発生がどのように（元）患者の社会復帰の妨げとなっているのかについて十分な検証がされてこなかった。 
本研究では、長期間にわたり対象者との相互信頼を構築したうえで、調査対象者に寄り添う形で周到な研究デ
ザインに基づき、ベトナム国内のハンセン病専門治療施設2ヵ所とハンセン病村4ヵ所に1年以上在住する（元）
患者（およびその子どもを含む）を対象とした調査を実施した。第1章では本論で用いる用語の定義の他、ベト
ナム社会主義共和国の概要について述べた。第2章ではハンセン病の病理学的特徴を整理し、これまで世界で行
われてきたハンセン病対策について総括を行った他、ハンセン病固有のスティグマ概念の整理を行った。第3章
では、主に第二次世界大戦前後からベトナム戦争終結後にかけての患者救済活動に焦点を当てて分析した。第4
章では、論文を構成する各章の目的と概要について述べた。 
第5章から第9章までは、ベトナム国内のハンセン病専門治療施設とハンセン病村に滞在する（元）患者および
その子どもを対象として行った調査の結果について述べた。（元）患者の場合はその多くが身体障害や後遺症の
発生がみられ、特にMDT導入以前に罹患したグループは後遺症の悪化などによって治療期間が長期化し、身体障
害の固定につながっていた。また、子どもたちの被差別経験の事例ではハンセン病に対するスティグマが存在し、
子どもたちに対する偏見や被差別経験という形となって現れていた。ハンセン病（元）患者に対する社会復帰支
援において必要なのは、（元）患者の身体障害や希望する生活の場所などに配慮し、自立支援プログラムを通じ
た一般社会との緩やかなつながりにおいて所得向上と自己尊厳を回復していく試みである。病院施設内の自立支
援プログラムであってもその参加者には所得の向上や精神面での肯定的変化がみられたことから、自立支援プロ
グラムの実施が（元）患者のQOLの改善に寄与すると考えられる。 
 本論文では、これまで顧みられることの少なかったハンセン病（元）患者の生活に焦点を当て分析することに
より、従来のハンセン病（元）患者に対する社会復帰支援の視座を（元）患者のニーズに即した形に拡大転換す
ることができた。本論文は、ハンセン病の学術面の発展に貢献するだけでなく、研究成果を社会施策としても大
いに活用できるという点において、非常に社会的意義の高い研究論文である。 
 
 
